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������������������� �年内に解体開始（応急仮設住宅中上団地） ④
���������������������財政運営に創意工夫（決算審査特別委員会）⑥
��������������� �常任委員会「所管事務調査」報告 ⑩
�������町の考えを問う

������������� �町政運営・新型コロナで論戦 ⑫
������� �議会人事新構成 ⑳
������ �������� �追跡レポート 発信拠点オープン ㉒
������ �すみた想い人 ㉓

� �������� �「 上手に踊れるよ♪ 」
�������� �������《世田米保育園》 関連記事24p
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主
な
町
政
運
営
方
針

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
対
策

◇
健
康
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◇
住
田
の
食
産
業
の
推
進

◇
住
ま
い
環
境
の
改
善

◇
ひ　

と
：
人
口
対
策

◇
ま　

ち
：
生
活
環
境
対
策

◇
し
ご
と
：
所
得
対
策

神田謙一町長が

再選次
世
代
へ
つ
な
ぐ
町
に

第14回臨時会
第15回臨時会
第16回定例会

２
期
目
ス
タ
ー
ト

２
期
目
ス
タ
ー
ト

神田町政神田町政神田町政神田町政
町
政
運
営
方
針

『
医･

食･

住
』の
充
実
や
産
業
振
興

第14回臨時会

第15回臨時会

第16回定例会（９月議会）
一般質問

町
長
所
信
表
明
演
述
（
要
約
）
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△ 社会体育館でのワクチン集団接種は９月中で完了した。

第14回臨時会

一般会計補正予算を否決
��������������������『まち家』の土蔵巡り

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
は
、歳
出
の
う
ち
、

「
住
民
交
流
拠
点
施
設
・
ま

ち
家
世
田
米
駅
」
の
土
蔵
群

修
繕
に
か
か
る
耐
震
診
断
等

状
態
確
認
、
そ
の
後
の
活
用

方
法
検
討
に
向
け
た
「
公
開

活
用
調
査
設
計
業
務
委
託

料
」（
７
３
４
万
８
千
円
）を

盛
り
込
ん
だ
予
算
案
を
審

議
。
議
長
を
除
く
11
人
で
採

決
の
結
果
、
賛
成
５
、
反
対

６
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

図
書
室
や
子
育
て
支
援

の
施
設
な
ど
、
町
民
が

望
む
施
設
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

活
用
用
途
が
明
確
で
は
な
い

中
で
修
繕
し
よ
う
と
し
て
い
る

土
蔵
が
、
町
民
が
利
用
し
て
い

く
の
に
望
ま
し
い
施
設
か
。

国
登
録
有
形
文
化
財

の
指
定
を
受
け
、補
助

金
も
見
込
ま
れ
る
。全
体
的

に
必
要
な
整
備
の
内
容
、耐

震
補
強
を
明
ら
か
に
し
、使
い

方
に
つ
い
て
は
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
進
め
て
い
き
た
い
。

委
託
料
は
７
３
４
万

円
も
必
要
か
。
算
定

基
準
は
。委

託
料
は
、
国
交
省

の
委
託
積
算
基
準
に

も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

�
�
�
�

反
対
討
論

佐
々
木
春
一
議
員

蔵
の
補
修
に
関
わ
る
予

算
に
つ
い
て
は
、
住
民
や

議
員
に
説
明
し
、
中
心
地

域
の
蔵
の
活
用
と
合
わ
せ

た
総
合
的
な
計
画
を
示
し

た
う
え
で
再
度
出
直
し
て

も
ら
う
べ
き
だ
。

△ 「住民交流拠点施設・まち家世田米駅」敷地内の土蔵群。

10
月
１
日
に
開
か
れ
た
第
17
回
臨
時
会
の
行
政
報
告
で
、
町

内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
。

町
民
の
ワ
ク
チ
ン
２

回
接
種
完
了
が
９
月

30
日
現
在
、
全
体
で
約
91
・

７
％
に
達
し
て
お
り
、
お
お

む
ね
接
種
の
め
ど
が
立
っ
た
。

９
月
30
日
ま
で
県
立
大
船

渡
病
院
附
属
住
田
地
域
診
療

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
接
種
を

進
め
る
。

10
月
以
降
の
接
種
会
場
に

つ
い
て
調
整
し
て
い
る
。

本
町
の
接
種
対
象
者

と
接
種
率
は
。

接
種
対
象
者
は
、
65

歳
以
上
が
２
３
８
７

人
。
12
～
64
歳
が
２
４
３

８
人
。
計
４
８
２
５
人
。

９
月
30
日
現
在
の
接
種
状

況
は
、
２
回
接
種
済
み
は
、

65
歳
以
上
が
２
２
６
０
人
。

接
種
率
94
・
８
％
。
12
～
64

歳
が
２
１
６
３
人
。
接
種
率

88
・
７
％
。
全
体
で
は
４
４

２
３
人
で
91
・
７
％
。

は
、
９
月
中
を
め
ど
に
完
了

す
る
予
定
。
そ
の
後
は
県
立

大
船
渡
病
院
附
属
住
田
地
域

診
療
セ
ン
タ
ー
で
の
対
応
を

予
定
し
て
い
る
。
接
種
の
あ

と
も
引
き
続
き
基
本
的
な
感

染
対
策
は
徹
底
し
て
も
ら
い

た
い
。

第
15
回
臨
時
会

補
正
予
算

可

決
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

接
種
関
連
費
用
な
ど

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
歳
入
歳
出
に
そ

れ
ぞ
れ
５
２
０
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
50
億

２
２
７
万
６
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

全
国
的
に
感
染
者
数

が
増
え
て
い
る
。
町
民

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
定
は
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
や
協
力
を
い
た
だ

い
て
効
率
よ
く
接
種
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
社

会
体
育
館
で
の
集
団
接
種

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

町
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

９
月
中
で
終
了
見
込

�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
��
�
�
�

接
種
率
91
・
７
％

問答問答

問答問答

問答
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△ 仮設住宅記念行事も計画され、払い下げ撤去が進
む仮設中上団地。

９
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た

議
案
は
、
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
、
県
収
入

証
紙
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
町
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
一
般
会
計
補
正
予

算
並
び
に
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
各
特
別
会
計
補
正
予
算

及
び
簡
易
水
道
、
下
水
道
事

業
の
両
会
計
補
正
予
算
、
町

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

策
定
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は
歳

入
歳
出
と
も
に
７
５
８
８
万

円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総

額
を
50
億
７
８
１
６
万
円
と

す
る
。

応
急
仮
設
住
宅
中
上

団
地
は
、
東
日
本
大

震
災
の
発
生
を
受
け
て
下
有

住
地
区
の
旧
下
有
住
小
学
校

校
庭
に
63
戸
が
建
設
さ
れ
た

が
、解
体
撤
去
さ
れ
る
の
は
。

仮
設
住
宅
の
う
ち
、

退
去
し
た
入
居
者
や

他
自
治
体
な
ど
へ
払
い
下

げ
・
移
設
さ
れ
た
15
棟
を
除

い
た
48
棟
を
対
象
と
し
て
一

般
へ
の
払
い
下
げ
を
実
施

問答

し
、
37
棟
の
行
き
先
が
決
定

し
た
。
老
朽
化
の
た
め
払
い

下
げ
対
象
外
と
な
っ
た
11
棟

が
解
体
さ
れ
る
。

旧
下
有
住
小
学
校

校
舎
一
部
の
解
体
は
。

校
舎
の
解
体
は
地
域

住
民
と
も
協
議
を
行
っ

て
同
意
を
得
て
、
今
後
の
土

地
利
用
を
見
据
え
て
取
り
壊

す
。
解
体
自
体
は
早
け
れ
ば

年
内
に
も
開
始
と
な
る
。

問答

年
内
に
解
体
開
始

第16回定例会（９月議会）

応
急
仮
設
住
宅

中
上
団
地

解
体
等
工
事
関
連
費
２
０
０
８
万
円
計
上

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
取
扱

い
は
。

Ｊ
Ａ
全
農
が
運
営
す

る
産
地
直
送
通
販
サ

イ
ト
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」
内
の

Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と
専
用
ペ
ー

ジ
内
で
住
田
町
の
農
畜
産
物

を
販
売
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
巣
ご
も

り
需
要
が
高
ま
る
中
、
都
市

部
か
ら
も
顧
客
獲
得
を
図
っ

て
い
く
。

問答

農産物の顧客獲得
ECサイト販売事業者
支援事業委託料

ECサイト

550万円

△ 都市部への販路拡大が期待される農産物。

持続的発展を目指し
新特措法に対応

町過疎地域持続的発展計画策定

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

法
が
令
和
３
年
３
月
末
に
期

限
を
迎
え
た
こ
と
に
伴
い
、

令
和
３
年
４
月
に
新
た
に
過

疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度

ま
で
の
「
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
」
を
策
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

今
回
の
計
画
は
、
令
和
２

年
度
に
策
定
し
た
住
田
町
総

合
計
画
に
包
括
さ
れ
た
内
容

と
し
、
本
町
を
取
り
巻
く
課

題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

依
然
と
し
て
人
口
減
少
と

高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
か
ら
、
持
続
的
発

展
が
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
①
移
住
・
定
住
施

策
の
推
進
、
②
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
業
の
振
興
、
③
地

域
医
療
体
制
の
維
持
確
保
、

④
各
産
業
の
担
い
手
確
保
を

掲
げ
、
地
域
に
根
差
し
、
地

域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
の

推
進
、
起
業
支
援
な
ど
雇
用

創
出
に
取
り
組
む
。
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議 案 審 議 請願のゆくえ
採択 米価下落に緊急対策を
請
願

第
２
号

件 名 新型コロナ禍による米価下落に対し政府に
よる緊急対策を求める請願

請願者の住所･氏名 盛岡市本宮字小林46-1 農民運動岩手県連
合会 会長 久保田 彰孝

紹介議員 佐々木 春一

付託常任委員会 産業経済常任委員会

審査の結果 採択すべきものと決定

本会議での採決 賛成全員 国へ意見書提出

請
願

第
３
号

件 名
東京電力福島第一原子力発電所における
ＡＬＰＳ処理水の海洋放出方針を撤回し、
安全な処理方法の確立を求める請願

請願者の住所･氏名

宮古市上村1-9-22 豊かな三陸の海を守る会
共同代表 横田 有平
滝沢市土沢220-3 消費者団体連絡協議会
会長 川村 元

紹介議員 佐々木 春一

付託常任委員会 産業経済常任委員会

審査の結果 採択すべきものと決定

本会議での採決 賛成多数 国へ意見書提出

【発委第１号】新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求める意見書
新型コロナウイルスの感染拡大により、外食需要が減少し米の大幅な過剰が生じ、米価が下
落していることから農業者と地域経済を守るため、国の緊急対策を求める。意見書の主な内
容は次のとおり。
①新型コロナウイルス感染拡大の影響による過剰在庫を政府が緊急買入れし、米の需給環境
を改善すること。
②政府が買い入れた米をコロナ禍などによる生活困難者への食料支援や海外援助などで活用
すること。
③外国産（ミニマムアクセス米）の輸入について、当面、国産米の需給状況に応じて数量調整
を行うこと。

販売価格
（円／ 60キロ）

1440214402

1357713577 253
228

200189

在庫（万トン）

10000

11000

12000

13000

14000

15000

100

200

300

019 年
（令和元年）

20年
（２年）

21年
（３年）

22年
（４年）

JA全中試算（６月 29日）から作成

米価は３年連続で暴落の危険（全中試算）

【発委第２号】東京電力福島第一原子力発電所におけるＡＬＰＳ処理水の海洋放出方針決定を
撤回し、安全な処理方法の確立を求める意見書

政府は関係者の同意なくしていかなる処分も行わないとしておきながら、本年４月13日に
海洋放出を決定したが、全国漁業協同組合連合会や岩手県漁業協同組合連合会は抗議と反対の
声明を発表している。本県漁業にもダメージを与えるとともに国民の食と生命への安全も懸念
されることから、安全な処理・保管方法を確立するよう求める。
①科学的に安全性が確立されていない段階での海洋放出は絶対行わないこと。
②トリチウム除去については研究途上にあることから、早期に確立するよう鋭意努力すること。

人事案件に同意

［教育長］

松 高 正 俊氏
世田米字小口洞（新任）

任期は、10月１日から３年間

まつ　　たか　　まさ　　とし

９月30日で任期満了となる
菊池宏教育長の後任として
松高正俊氏の任命が提案さ
れ、同意しました。

コロナで悪化する地方財政
国に意見書提出

新型コロナウイルス感

染症の拡大は、経済的・

社会的影響を及ぼし、国

民生活への不安が続き、

地方財政の財源不足が避

けられない厳しい状況に

ある。地方税財源の充実

が不可欠であることか

ら、国において、令和４

年度地方財政対策及び地

方税制改正に向け、一般

財源を確保・充実させる

よう強く要望する。

採択 アルプス処理水の海洋放出方針撤回を
△ 新米が集荷されるが米価下落
は避けられない。
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財政運営財政運営財政運営ににに創意工夫創意工夫創意工夫財政運営に創意工夫財政運営に創意工夫財政運営に創意工夫コロナ禍
町民一人あたりの一般会計歳出額

（令和３年３月末日時点　人口 5,179 人）

特別定額給付金 �億����万円
新型コロナ緊急経済対策として、家計を支援。

災害に備え防災倉庫と各種備蓄品を整備。

避難所備品購入費 ����万円

教育現場のＩＣＴ化対応のため、利活用環境を整備。
GIGAスクールサポート業務 ���万円

���万円地域おこし協力隊
（ストロベリープロジェクト）
大規模いちご農家の後継者育成に着手。

主な執行事業

監査委員の意見
代表監査委員　紺 野　　仁
監 査 委 員 佐々木　初雄

債権管理･内部統制を適正に

���万����円

一般会計歳入 59億3048万円 一般会計歳出 57億6795万円
総務費
8億4225万円
（14.6%）

民生費
16億3977万円
（28.4%）

教育費
7億6657万円
（13.3%）

公債費
6億7832万円
（11.8%）

土木費
5億1999万円
（9.0%）

衛生費　4億522万円（7.0%）
農林業費　3億4610万円（6.0%）

消防費　2億4085万円（4.2%）
商工費　2億1641万円（3.7%）

繰越金 　　
8868万円
（1.5%）

繰入金　　　
2億166万円
（3.4%）

地方交付税
26億5255万円
（44.7%）

国庫・県支出金
13億3651万円
（22.6%）

町債
6億2305万円
（10.5%）

依存財源
（81.3%）

自主財源
（18.7%）

令和２年度決算のようす

その他
1億1247万円

　　　（1.9%）
議会費
労働費
災害復旧費

その他
　自主財源
3億375万円
　　　（5.1%）
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
諸収入

町税
5億1419万円
　　 （8.7%）
町民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
鉱山税

歳
入

歳
出

その他依存財源
2億1009万円（3.5%）

　令和２年度の一般会計と特別会計、公営企業
会計を合わせた決算額は歳入82億3822万円、
歳出79億2431万円となりました。

●改善・検討を要する事項●

⑴ 収入未済額の縮減について
・徴収担当課を中心に、各課連携により全庁的な取り
組みを行うこと。

⑵債権管理体制の徹底について
・債務者の所在不明や死亡などにより10年以上経過し
た債権もある。適切な債権管理を図ること。

⑶内部統制システムの構築について
・事務処理における事故等を防止するため、業務内容
やそのプロセスを「見える化」するよう努めること。

⑷予算の適正な執行と健全な財政運営について
・地方交付税などの依存財源割合が高い。適切な財政
計画に沿った財政運営に努めること。

⑸時間外勤務について
・長時間労働による職員の健康障害リスクの増加が懸
念される。職場全体で取り組むべき課題と捉え意識
改革に努めること。

⑹簡易水道事業について
・給水原価が供給単価を上回り、給水に要する費用を
料金収入で賄えない状況にある。さらなる経営の健
全化に取り組み、災害発生に備えた危機管理に努め
ること。

⑺下水道事業について
・人口減少や節水型家電の普及などによる水需要の減
少で、下水道使用料収益の伸びは期待できない状況
にある。さらなる経営努力によって効果的・効率的な
高品質の町民サービスが提供されるよう努めること。

区 分 歳 入 歳 出 採決の結果
一般会計 59億3048万円 57億6795万円 賛成多数

特別
会計

国民健康保険 6億9110万円 6億1900万円 賛成全員
介護保険（保険・介護サービス） 10億3291万円 10億1297万円 賛成全員
後期高齢者医療 7685万円 7631万円 賛成全員

企業
会計

簡易水道事業 2億8382万円 2億5914万円 賛成全員
下水道事業 2億2306万円 1億8894万円 賛成全員

合 計 82億3822万円 79億2431万円

令和2年度 一般会計･特別会計･公営企業会計決算の状況

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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財政運営財政運営財政運営ににに創意工夫創意工夫創意工夫財政運営に創意工夫財政運営に創意工夫財政運営に創意工夫コロナ禍
町民一人あたりの一般会計歳出額

（令和３年３月末日時点　人口 5,179 人）

特別定額給付金 �億����万円
新型コロナ緊急経済対策として、家計を支援。

災害に備え防災倉庫と各種備蓄品を整備。

避難所備品購入費 ����万円

教育現場のＩＣＴ化対応のため、利活用環境を整備。
GIGAスクールサポート業務 ���万円

���万円地域おこし協力隊
（ストロベリープロジェクト）
大規模いちご農家の後継者育成に着手。

主な執行事業

監査委員の意見
代表監査委員　紺 野　　仁
監 査 委 員 佐々木　初雄

債権管理･内部統制を適正に

���万����円

一般会計歳入 59億3048万円 一般会計歳出 57億6795万円
総務費
8億4225万円
（14.6%）

民生費
16億3977万円
（28.4%）

教育費
7億6657万円
（13.3%）

公債費
6億7832万円
（11.8%）

土木費
5億1999万円
（9.0%）

衛生費　4億522万円（7.0%）
農林業費　3億4610万円（6.0%）

消防費　2億4085万円（4.2%）
商工費　2億1641万円（3.7%）

繰越金 　　
8868万円
（1.5%）

繰入金　　　
2億166万円
（3.4%）

地方交付税
26億5255万円
（44.7%）

国庫・県支出金
13億3651万円
（22.6%）

町債
6億2305万円
（10.5%）

依存財源
（81.3%）

自主財源
（18.7%）

令和２年度決算のようす

その他
1億1247万円

　　　（1.9%）
議会費
労働費
災害復旧費

その他
　自主財源
3億375万円
　　　（5.1%）
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
諸収入

町税
5億1419万円
　　 （8.7%）
町民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
鉱山税

歳
入

歳
出

その他依存財源
2億1009万円（3.5%）

　令和２年度の一般会計と特別会計、公営企業
会計を合わせた決算額は歳入82億3822万円、
歳出79億2431万円となりました。

●改善・検討を要する事項●

⑴ 収入未済額の縮減について
・徴収担当課を中心に、各課連携により全庁的な取り
組みを行うこと。

⑵債権管理体制の徹底について
・債務者の所在不明や死亡などにより10年以上経過し
た債権もある。適切な債権管理を図ること。

⑶内部統制システムの構築について
・事務処理における事故等を防止するため、業務内容
やそのプロセスを「見える化」するよう努めること。

⑷予算の適正な執行と健全な財政運営について
・地方交付税などの依存財源割合が高い。適切な財政
計画に沿った財政運営に努めること。

⑸時間外勤務について
・長時間労働による職員の健康障害リスクの増加が懸
念される。職場全体で取り組むべき課題と捉え意識
改革に努めること。

⑹簡易水道事業について
・給水原価が供給単価を上回り、給水に要する費用を
料金収入で賄えない状況にある。さらなる経営の健
全化に取り組み、災害発生に備えた危機管理に努め
ること。

⑺下水道事業について
・人口減少や節水型家電の普及などによる水需要の減
少で、下水道使用料収益の伸びは期待できない状況
にある。さらなる経営努力によって効果的・効率的な
高品質の町民サービスが提供されるよう努めること。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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決算審査特別委員会（委員長・佐々木春一議員）は、９月13日から
15日までの３日間にわたって開かれ、一般会計決算及び３特別会計
決算並びに２事業会計決算を審議。すべて原案のとおり認定、可決し
ました。
ここでは審議した多くの質問項目の中から、各委員１項目を掲載し
お知らせします。

決
算
を

チ
ェ
ッ
ク

関
係
人
口
創
出

水野正勝委員

Ｑ

関
係
人
口
創
出
事
業

の
評
価
は
。

Ａ

東
京
や
名
古
屋
方
面

の
方
々
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト

や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
開
催

で
、
徐
々
に
つ
な
が
り
が
広

が
り
、
住
田
を
訪
れ
る
人
が

増
え
た
と
評
価
し
て
い
る
。

現
在
コ
ロ
ナ
禍
の
移
動
制
限

に
対
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
て
つ
な
が
り
を
継
続
し

て
る
。

交
通
安
全
対
策

荻原 勝委員

Ｑ

交
通
安
全
関
係
団
体

の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
は
。

Ａ

交
通
安
全
協
会
の
分

会
は
、
加
入
者
が
非
常
に
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
母
の
会

は
、
働
き
な
が
ら
の
活
動
が

多
く
、
取
り
組
み
の
方
法
に

つ
い
て
相
談
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
今
後
の
活
動
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
協
議
し

検
討
し
て
い
る
と
捉
え
て
い

る
。

事
業
協
力
金

佐々木信一委員

Ｑ

プ
ラ
ス
ア
ッ
プ
事
業

協
力
金
の
実
績
は
。

Ａ

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
受
け
、
か
つ
感
染
予
防
対

策
を
実
施
し
た
町
内
の
商
工

業
者
１
１
０
事
業
者
、
農
業

者
10
経
営
体
に
協
力
金
を
交

付
し
た
。
地
域
経
済
へ
の
下

支
え
が
で
き
た
と
捉
え
て
い

る
。

消
防
通
信
指
令

佐々木春一委員

Ｑ

消
防
通
信
設
備
の
更

新
に
つ
い
て
県
内
統
一
の
動

き
が
あ
る
が
、
大
船
渡
地
区

消
防
組
合
の
対
応
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。

Ａ

地
区
消
防
組
合
で
は
、

導
入
経
費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
比
較
す
る
と
単
独
で

進
め
る
こ
と
が
財
政
的
に
有

利
と
判
断
し
て
い
る
。
本
町

の
地
理
的
条
件
に
合
っ
た
整

備
に
心
が
け
る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
、
神
田

町
政
が
掲
げ
る
「
医
・
食
・

住
の
充
実
」、
昨
年
７
月

に
破
産
を
申
請
し
た
三
陸

木
材
高
次
加
工
協
同
組

合
、
協
同
組
合
さ
ん
り
く

ラ
ン
バ
ー
の
２
事
業
体
に

係
る
事
業
と
雇
用
を
維
持

継
続
さ
れ
た
こ
と
を
評
価

す
る
。

ま
ち
の
課
題
は
少
子
高

齢
化
、人
口
減
少
へ
の
対

応
、医
療
体
制
充
実
、２
事

業
体
の
債
権
整
理
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
。持
続
可
能

な
、共
に
支
え
合
う
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
、町
民
一

人
一
人
の
幸
福
実
現
の
た

め
の
令
和
４
年
度
予
算
編

成
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待

し
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

事
業
と
雇
用
継
続

を
評
価

賛

成

討

論

荻
原

勝

委
員

新
型
コ
ロ
ナ
・
経
済
対
策

徹
底
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町
民
税

村上 薫委員

Ｑ

町
民
税
の
推
移
を
見

る
と
町
税
は
減
収
し
、
固
定

資
産
税
は
増
収
し
て
い
る
要

因
は
何
か
。

Ａ

こ
こ
数
年
の
流
れ
を

見
る
と
納
税
義
務
者
、
特
に

も
給
与
所
得
者
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
町
税
の
減
収
と

な
っ
て
い
る
。
固
定
資
産
税

は
、
過
疎
減
免
等
の
期
限
を

迎
え
増
収
と
な
っ
た
。

住
高
魅
力
化

阿部祐一委員

Ｑ

中
高
一
貫
校
の
取
り

組
み
が
地
域
創
造
学
を
生
か

し
た
住
田
高
校
の
魅
力
向
上

に
ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ

中
高
一
貫
校
の
取
り

組
み
は
中
山
間
地
域
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
観
点
か
ら

極
め
て
有
意
義
で
あ
っ
た
。

そ
の
知
見
を
生
か
し
た
地
域

創
造
学
や
魅
力
化
推
進
事
業

を
と
お
し
て
、
今
後
も
住
田

高
校
の
魅
力
向
上
を
図
る
。

簡
易
水
道
･下
水
道林﨑幸正委員

Ｑ

簡
易
水
道
と
下
水
道

事
業
が
公
営
企
業
会
計
と

な
っ
た
が
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
独
立
採
算
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

Ａ

会
計
の
明
瞭
性
と
運

営
を
明
確
に
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
が
、
会
計
独
自
で
は

成
り
立
た
な
い
。
現
行
ル
ー

ル
の
中
で
制
度
運
営
を
し
て

い
き
た
い
。

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

菅野浩正委員

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
で
も
人
気
の
ア
ツ
モ
リ

ソ
ウ
。
今
後
の
付
加
価
値
化

は
。

Ａ

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
増
殖

事
業
は
、
バ
イ
オ
技
術
の
面

が
確
立
さ
れ
て
き
て
お
り
、

成
果
が
出
て
い
る
。
ア
ツ
モ

リ
ソ
ウ
の
今
後
の
付
加
価
値

化
は
、
関
係
者
に
よ
る
意
見

交
換
会
の
中
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

共生のまちづくり推進
��収入未済額の解消を

△ 新築された町営住宅清水沢団地。

△ ブランド化が望まれている町の花アツ
モリソウ。

△

公
営
企
業
会
計
に
移
行
し
、

独
立
採
算
が
求
め
ら
れ
る
下

水
道
事
業
。

△

各
ク
ラ
ス
に
１
台
ず
つ
配
備

さ
れ
、子
ど
も
た
ち
の
学
習
に

活
用
さ
れ
る
電
子
黒
板
。



すみた議会だより 175号
令和３年10月15日

10

町の課題をしっかりチェック所管事務調査報告

迅
速
な
予
算
措
置
と
対
策
を

　

人
口
減
少
社
会
に
立
ち
向

か
い
、
打
開
し
て
い
く
た
め

に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
地
域

政
策
、
町
民
の
暮
ら
し
を
発

展
さ
せ
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
自

治
体
は
住
民
生
活
の
最
前
線

の
守
り
手
と
し
て
迅
速
な
予

算
措
置
と
対
策
を
進
め
る
べ

き
と
捉
え
、
調
査
・
研
究
を

実
施
し
た
。

●
町
財
政
と
今
後
の
財
政
運

　

営
に
つ
い
て

町
の
財
政
力
指
数
は
０
・
19

で
健
全
な
水
準
を
維
持
し
て
い

る
。
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

た
め
、
財
政
調
整
基
金
の
運
用

や
財
源
確
保
に
努
め
、
事
業
効

果
を
検
証
し
自
主
的
行
財
政
改

革
を
図
る
こ
と
。

●
公
有
財
産
と
公
共
施
設
等

　

総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

　

町
が
保
有
す
る
施
設
ご
と

の
劣
化
状
況
や
維
持
・
改
築

コ
ス
ト
を
見
え
る
化
し
、
施

設
の
長
寿
命
化
を
見
据
え
た

改
修
、
中
長
期
的
に
財
政
負

担
の
軽
減
と
平
準
化
を
図
る

こ
と
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　

自
治
体
の
対
応
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

や
被
害
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
町
民
へ
の
ケ
ア
・
補
償

と
生
活
・
経
営
の
維
持
・
再

建
を
行
う
こ
と
。

◇総務教民常任委員会◇

人口減少時代の自治体政策について
調査事項

魅
力
化
に
６
次
産
業
化
促
進

　

本
町
の
農
林
業
は
、
人
口

減
少
・
高
齢
化
に
伴
い
担
い

手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

将
来
を
見
据
え
、
魅
力
あ
る

農
林
畜
産
物
の
付
加
価
値
を

高
め
る
６
次
産
業
化
の
推
進

が
重
要
と
捉
え
、
調
査
・
研

究
し
た
。

●
あ
り
す
畜
産
の
実
践
と
意

　

見
交
換
会

　

㈲
あ
り
す
畜
産
が
目
指
す

養
豚
経
営
と
耕
畜
連
携
及
び

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
講
演
と
認
定
農
業

者
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
。
優
れ
た
担
い
手
農
業
者

の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

●
け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業

　

協
同
組
合
の
工
場
研
修

け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト
が
目
指
す

未
来
の
木
材
産
業
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
水
素
製

造
、
企
業
農
業
な
ど
に
つ
い

て
研
修
。

●
林
業
従
事
者
と
の
意
見
交

　

換
会

新
規
林
業
就
業
者
の
確
保

や
自
伐
型
林
家
の
育
成
な
ど

林
業
の
担
い
手
確
保
対
策
が
重

要
。
低
コ
ス
ト
造
林
、
施
業
の

集
約
化
、
機
械
化
に
よ
る
効

率
的
な
森
林
施
業
の
推
進
な

ど
森
林
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

◇産業経済常任委員会◇

農林業振興について　　　　　　　
調査事項

委員長
の
所感

しっかり向き合い
　住民にとってもっとも身近な自治体行
政。人口減少が町民のくらしにもたらす
影響にしっかりと向き合いたいものです。

委員長　佐々木春一／副委員長　高橋　靖
委　員　村上　薫・佐々木初雄・荻原　勝

委員長
の
所感

所得向上を目指す
　企業との連携、観光農園や農林業を通
じた交流人口の拡大と所得向上を目指し
た取り組みを期待したい。

委員長　佐々木信一／副委員長　阿部祐一
委　員　菊池　孝・林﨑幸正・菅野浩正・水野正勝

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
症
へ
の
事
業
者
支
援

　

飲
食
店
や
旅
館
業
な
ど
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
町
独
自

の
支
援
策
は
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

住
民
住
民
にに
伝
わ
る

伝
わ
る

紙
面
づ
く
り

紙
面
づ
く
り
をを
目
指
し
て

目
指
し
て

住
民
に
伝
わ
る

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

住
民
に
伝
わ
る

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

広
報
編
集
常
任
委
員
会
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
議
会
の
こ
と
が
も
っ
と

伝
わ
る
よ
う
な
「
議
会
だ
よ
り
」
を

お
届
け
し
た
い
と
思
い
、
今
ま
で
も
、

発
行
日
を
早
め
る
な
ど
工
夫
を
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
良
い
も
の
を
お

届
け
す
る
た
め
、
原
点
に
立
ち
返
っ

て
、
記
事
編
集
の
仕
方
を
プ
ロ
か
ら

学
ぼ
う
と
、
講
師
に
東
海
新
報
社
の

方
を
招
き
、
２
日
に
渡
っ
て
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
１
日
目
は
、
読
み

や
す
い
文
章
の
書
き
方
と
議
会
広
報

の
役
割
に
つ
い
て
学
び
、
２
日
目
は

実
践
。
ひ
と
つ
の
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ

の
や
り
方
で
記
事
に
ま
と
め
、
今
後

の
記
事
作
成
に
生
か
す
べ
く
課
題
を

全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

７月27日、８月３日の２回にわたって、
東海新報社の千葉記者、清水記者を講師に
迎え、記事づくりのノウハウを学びました。

住
民
目
線
で

　

「
わ
か
り
や
す
く
」

「
よ
み
や
す
く
」
「
住
民

目
線
で
」
読
み
た
く
な
る

紙
面
づ
く
り
を
め
ざ
す

「
議
会
だ
よ
り
」
と
し
て

掲
げ
編
集
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

①
編
集
技
術
向
上
の
た

め
の
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
参
加
。
②
議
会

情
報
の
速
報
性
を
重
視
し

た
発
行
。
③
紙
面
づ
く
り

研
修
会
の
開
催
。　

　

今
後
、
さ
ら
に
編
集
技

術
の
向
上
や
紙
面
内
容
の

充
実
を
図
り
、
町
民
に
親

し
ま
れ
、
議
会
や
町
政
が

わ
か
る
「
す
み
た
議
会
だ

よ
り
」
の
発
行
を
目
指
し

ま
す
。

委
員
長　

菅
野　

浩
正

副
委
員
長

佐
々
木
春
一

委　

員　

佐
々
木
信
一

佐
々
木
初
雄

荻
原　
　

勝

水
野　

正
勝

委員長
の
所感

研修会
◇
広
報
編
集
常
任
委
員
会
◇

賛否が分かれた議案 採決状況一覧 ○賛成 ×反対 －議長

議 案

水
野

正
勝

荻
原

勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

佐
々
木
春
一

村
上

薫

阿
部

祐
一

林
﨑

幸
正

菊
池

孝

高
橋

靖

菅
野

浩
正

瀧
本

正
德

議決
結果

【第14回 住田町議会臨時会】
議案第１号 令和３年度住田町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ × × × ○ × × × ○ ○ ― 否決
【第16回 住田町議会定例会】
議案第13号 教育委員会の教育長の任命に関し同意を求めることに

ついて ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ― 可決

認定第１号 令和２年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― 認定
請願第３号 東京電力福島第一原子力発電所におけるALPS処理水

の海洋放出方針決定を撤回し、安全な処理方法の確立
を求める請願

○ × ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

発委第２号 東京電力福島第一原子力発電所におけるALPS処理水
の海洋放出方針決定を撤回し、安全な処理方法の確立
を求める意見書

〇 × 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決

発委第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方財源の充
実を求める意見書 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○ × ○ ○ ○ ― 可決
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町の課題をしっかりチェック所管事務調査報告

迅
速
な
予
算
措
置
と
対
策
を

　

人
口
減
少
社
会
に
立
ち
向

か
い
、
打
開
し
て
い
く
た
め

に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
地
域

政
策
、
町
民
の
暮
ら
し
を
発

展
さ
せ
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
自

治
体
は
住
民
生
活
の
最
前
線

の
守
り
手
と
し
て
迅
速
な
予

算
措
置
と
対
策
を
進
め
る
べ

き
と
捉
え
、
調
査
・
研
究
を

実
施
し
た
。

●
町
財
政
と
今
後
の
財
政
運

　

営
に
つ
い
て

町
の
財
政
力
指
数
は
０
・
19

で
健
全
な
水
準
を
維
持
し
て
い

る
。
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

た
め
、
財
政
調
整
基
金
の
運
用

や
財
源
確
保
に
努
め
、
事
業
効

果
を
検
証
し
自
主
的
行
財
政
改

革
を
図
る
こ
と
。

●
公
有
財
産
と
公
共
施
設
等

　

総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

　

町
が
保
有
す
る
施
設
ご
と

の
劣
化
状
況
や
維
持
・
改
築

コ
ス
ト
を
見
え
る
化
し
、
施

設
の
長
寿
命
化
を
見
据
え
た

改
修
、
中
長
期
的
に
財
政
負

担
の
軽
減
と
平
準
化
を
図
る

こ
と
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　

自
治
体
の
対
応
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響

や
被
害
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
町
民
へ
の
ケ
ア
・
補
償

と
生
活
・
経
営
の
維
持
・
再

建
を
行
う
こ
と
。

◇総務教民常任委員会◇

人口減少時代の自治体政策について
調査事項

魅
力
化
に
６
次
産
業
化
促
進

　

本
町
の
農
林
業
は
、
人
口

減
少
・
高
齢
化
に
伴
い
担
い

手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

将
来
を
見
据
え
、
魅
力
あ
る

農
林
畜
産
物
の
付
加
価
値
を

高
め
る
６
次
産
業
化
の
推
進

が
重
要
と
捉
え
、
調
査
・
研

究
し
た
。

●
あ
り
す
畜
産
の
実
践
と
意

　

見
交
換
会

　

㈲
あ
り
す
畜
産
が
目
指
す

養
豚
経
営
と
耕
畜
連
携
及
び

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
講
演
と
認
定
農
業

者
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
。
優
れ
た
担
い
手
農
業
者

の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

●
け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業

　

協
同
組
合
の
工
場
研
修

け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト
が
目
指
す

未
来
の
木
材
産
業
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
水
素
製

造
、
企
業
農
業
な
ど
に
つ
い

て
研
修
。

●
林
業
従
事
者
と
の
意
見
交

　

換
会

新
規
林
業
就
業
者
の
確
保

や
自
伐
型
林
家
の
育
成
な
ど

林
業
の
担
い
手
確
保
対
策
が
重

要
。
低
コ
ス
ト
造
林
、
施
業
の

集
約
化
、
機
械
化
に
よ
る
効

率
的
な
森
林
施
業
の
推
進
な

ど
森
林
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

◇産業経済常任委員会◇

農林業振興について　　　　　　　
調査事項

委員長
の
所感

しっかり向き合い
　住民にとってもっとも身近な自治体行
政。人口減少が町民のくらしにもたらす
影響にしっかりと向き合いたいものです。

委員長　佐々木春一／副委員長　高橋　靖
委　員　村上　薫・佐々木初雄・荻原　勝

委員長
の
所感

所得向上を目指す
　企業との連携、観光農園や農林業を通
じた交流人口の拡大と所得向上を目指し
た取り組みを期待したい。

委員長　佐々木信一／副委員長　阿部祐一
委　員　菊池　孝・林﨑幸正・菅野浩正・水野正勝

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
症
へ
の
事
業
者
支
援

　

飲
食
店
や
旅
館
業
な
ど
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
町
独
自

の
支
援
策
は
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

住
民
住
民
にに
伝
わ
る

伝
わ
る

紙
面
づ
く
り

紙
面
づ
く
り
をを
目
指
し
て

目
指
し
て

住
民
に
伝
わ
る

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

住
民
に
伝
わ
る

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

広
報
編
集
常
任
委
員
会
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
議
会
の
こ
と
が
も
っ
と

伝
わ
る
よ
う
な
「
議
会
だ
よ
り
」
を

お
届
け
し
た
い
と
思
い
、
今
ま
で
も
、

発
行
日
を
早
め
る
な
ど
工
夫
を
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
良
い
も
の
を
お

届
け
す
る
た
め
、
原
点
に
立
ち
返
っ

て
、
記
事
編
集
の
仕
方
を
プ
ロ
か
ら

学
ぼ
う
と
、
講
師
に
東
海
新
報
社
の

方
を
招
き
、
２
日
に
渡
っ
て
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
１
日
目
は
、
読
み

や
す
い
文
章
の
書
き
方
と
議
会
広
報

の
役
割
に
つ
い
て
学
び
、
２
日
目
は

実
践
。
ひ
と
つ
の
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ

の
や
り
方
で
記
事
に
ま
と
め
、
今
後

の
記
事
作
成
に
生
か
す
べ
く
課
題
を

全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

７月27日、８月３日の２回にわたって、
東海新報社の千葉記者、清水記者を講師に
迎え、記事づくりのノウハウを学びました。

住
民
目
線
で

　

「
わ
か
り
や
す
く
」

「
よ
み
や
す
く
」
「
住
民

目
線
で
」
読
み
た
く
な
る

紙
面
づ
く
り
を
め
ざ
す

「
議
会
だ
よ
り
」
と
し
て

掲
げ
編
集
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

①
編
集
技
術
向
上
の
た

め
の
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
参
加
。
②
議
会

情
報
の
速
報
性
を
重
視
し

た
発
行
。
③
紙
面
づ
く
り

研
修
会
の
開
催
。　

　

今
後
、
さ
ら
に
編
集
技

術
の
向
上
や
紙
面
内
容
の

充
実
を
図
り
、
町
民
に
親

し
ま
れ
、
議
会
や
町
政
が

わ
か
る
「
す
み
た
議
会
だ

よ
り
」
の
発
行
を
目
指
し

ま
す
。

委
員
長　

菅
野　

浩
正

副
委
員
長

佐
々
木
春
一

委　

員　

佐
々
木
信
一

佐
々
木
初
雄

荻
原　
　

勝

水
野　

正
勝

委員長
の
所感

研修会
◇
広
報
編
集
常
任
委
員
会
◇
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町
の
考
え
を
問
う

なお、全文記録(議事録)は、11月中旬から役場庁舎２階の
総務課と町のホームページ上で閲覧できます。

�����������神田町政･新型コロナ･
���������産業振興などで論戦

ページ 質 問 者
(登壇順) 質問項目

13 林
はやし
﨑
ざき
幸
さち
正
まさ

① ２期目の神田町政について

14 荻
おぎ
原
わら

勝
まさる ① 道路整備について

② 住宅政策について
③ 総合計画の進捗と検証について

15 佐
さ
々
さ
木
き
信
しん
一
いち ① 昭和橋の架け替え工事について

② 高収益作物の取り組みについて

16 佐
さ
々
さ
木
き
春
はる
一
かず

① 新型コロナ禍における本町の医療と
介護について

② 水田農業と米価下落への対策について
③ 気仙川水系流域治水プロジェクトについて

17 水
みず
野
の
正
まさ
勝
かつ ① 新型コロナウイルス感染症対策について

② 住民交流拠点施設「まち家世田米駅」
について

18 村
むら
上
かみ

薫
かおる

① 神田町政２期目のマニフェスト（公約）と
所信表明演述について

② 行政業務のデジタル変革（DX）推進について
③ 令和２年度決算から見る課題について

19 阿
あ
部
べ
祐
ゆう
一
いち ① 産業振興について

② 広域連携の進め方について

�
�
�
�
�
�
�
�

７
人
の
議
員
が
質
問

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
施
策

執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
た
だ
す

こ
と
。
質
問
の
方
法
は
、
１
回
目
は
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
が
、

２
回
目
以
降
は
一
問
ず
つ
質
問
す
る
一
問
一
答
方
式
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

９月議会

すみた議会だより 175号
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町
の
考
え
を
問
う

問
最
も
実
現
し
た
い
政
策
は

答
問
２
期
目
の
神
田
町
政
、

最
も
実
現
し
た
い
政
策
は
何

か
。答

町
長

ま
ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
、

少
し
で
も
感
染
症
の
心
配
が

少
な
く
な
る
社
会
の
実
現
が

急
務
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
私
自
身
の
町

づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
豊
か
な
自
然
の
中
で
安
ら

ぎ
と
賑
わ
い
が
共
生
す
る
町

づ
く
り
」
の
た
め
、
医
・
食
・

住
の
充
実
と
地
域
産
業
の
再

生
及
び
振
興
、
若
者
の
定
住

促
進
、
子
育
て
環
境
充
実
に

取
り
組
む
。

問
政
策
を
実
現
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

考
え
か
。

答
町
長

町
民
の
命
と
健
康
、
幸
せ

を
守
る
た
め
、
ベ
ク
ト
ル
を

同
一
方
向
に
、
オ
ー
ル
住
田

で
進
め
、
み
ん
な
で
支
え
合

い
な
が
ら
住
田
を
盛
り
上
げ

て
い
く
。
ま
た
、
厳
し
い
財

政
状
況
下
で
も
、
次
世
代
に

ツ
ケ
を
残
す
こ
と
な
く
、
こ

の
町
を
作
っ
て
い
く
責
務
が

あ
る
。
柱
と
な
る
医
・
食
・

住
を
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
て
い

く
た
め
に
は
、
総
合
計
画
を

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
た
各

種
施
策
、
事
業
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
環
境
下
で

は
あ
る
が
、
各
種
施
策
を
計

画
的
に
実
施
し
、
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、

林
はやし

﨑
ざき

幸
さち

正
まさ

議員

医
･食
･住
の
充
実
が
不
可
欠

議員のつぶやき

自主財源づくりの
事業を進めるべき
だと思う。

問 どう作る「共生の町」
答 オール住田で進める

健
康
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

食
産
業
の
推
進
、
住
ま
い
環

境
の
改
善
と
い
う
、医
・
食
・

住
の
３
本
の
柱
が
そ
れ
ぞ
れ

推
進
さ
れ
る
こ
と
で
お
互
い

が
共
鳴
し
、
よ
り
効
果
を
高

め
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問
神
田
町
政
が
掲
げ
る
目

標
の
達
成
の
た
め
の
組
織
作

り
に
は
、
人
材
の
育
成
、
確

保
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。答

町
長

組
織
作
り
は
、
ま
ず
人
づ

く
り
か
ら
と
考
え
る
。
あ
る

べ
き
行
政
の
姿
、
責
務
、
職

務
を
認
識
し
、
政
策
提
案
が

が
で
き
る
職
員
の
育
成
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問
自
主
財
源
確
保
の
た

め
、
豊
富
な
水
資
源
を
活
用

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
町
長

森
林
・
林
業
日
本
一
の
町

づ
く
り
は
、
木
材
の
み
な
ら

ず
、
豊
富
な
自
然
環
境
が
生

み
出
す
資
源
の
活
用
に
あ

る
。
水
に
繋
が
る
部
分
を
含

め
、
考
え
て
い
く
。

△ 「共生のまちづくり」２期目の神田町政。
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問
令
和
２
年
度
の
総
合
計

画
で
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
が
ど
う
反
映
さ

れ
、
推
進
委
員
会
は
ど
う
取

り
組
ん
だ
の
か
。
令
和
３
年

度
以
降
の
進
捗
管
理
や
事
業

評
価
は
ど
う
か
。

答
町
長

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
総
合

計
画
に
基
づ
き
取
り
組
ん
だ

が
、
感
染
症
が
懸
念
さ
れ
る

中
で
生
活
様
式
の
変
化
、
事

業
や
イ
ベ
ン
ト
、
会
議
な
ど

の
中
止
や
延
期
、
規
模
の
縮

小
な
ど
多
く
の
制
限
や
対
策

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
初
年

度
の
事
業
評
価
は
次
年
度
で

行
う
た
め
令
和
２
年
度
の
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
て

い
な
い
。
同
様
の
理
由
に
よ

り
、
推
進
委
員
会
も
開
催
し

て
い
な
い
。
令
和
３
年
度

は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況

に
あ
る
が
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
や
推
進
委
員
会
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
時
期
や

実
施
方
法
な
ど
状
況
に
応
じ

て
判
断
し
進
め
て
い
き
た
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
収
束
後
に
向

け
て
、
総
合
計
画
な
ど
の
見

直
し
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答
町
長

町
民
か
ら
の
意
見
聴
取
、

事
業
実
績
等
の
検
証
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み

な
が
ら
現
計
画
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

問
答 広く意見聴取で推進

問答

情
報
提
供
を
効
率
的
に

荻
おぎ
原
わら

勝
まさる
議員

問
各
種
住
宅
政
策
の
担
当

部
署
が
役
場
内
で
異
な
る
。

効
果
的
に
事
業
推
進
す
る
た

め
に
も
管
理
体
制
を
見
直
す

な
ど
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
町
長

住
民
や
入
居
希
望
者
へ
の

情
報
提
供
、
問
い
合
わ
せ
、

各
種
手
続
き
な
ど
に
お
い

て
、
よ
り
効
率
的
な
体
制
の

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
空
き
家
対
策
に
関
す
る

町
と
「
邑
（
ゆ
う
）
サ
ポ
ー

ト
」
の
関
係
は
。

答
町
長

当
町
の
空
き
家
情
報
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介

議員のつぶやき

コロナ禍が収束した
後のことも

考えておくべき。
様々な分野で競争が
激しくなるかも。

総合計画などの見直しは

相
談
窓
口
の
一
本
化
を

町
の
考
え
を
問
う

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

Plan（
計
画
）
→
D
o（
実
行
）
→

C
heck（
評
価
）
→
A
ction（
改

善
）
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

業
務
を
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く

手
法
。

※
邑
サ
ポ
ー
ト

町
内
の
仮
設
住
宅
や
よ
り
あ
い

カ
フ
ェ
で
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
を

続
け
て
き
た
団
体
。

し
て
い
る
。
邑
サ
ポ
ー
ト
に

は
、問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、

所
有
者
と
の
賃
貸
や
売
買
の

取
り
次
ぎ
な
ど
の
業
務
を
委

託
し
て
い
る
。

△ より効果的な管理が求められている町営住宅
など。
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問
収
益
性
の
高
い
春
ま
き

タ
マ
ネ
ギ
は
、
主
要
産
地
の

端
境
期
に
あ
た
る
７
月
か
ら

８
月
の
出
荷
に
よ
り
、
高
単

価
が
見
込
ま
れ
、
生
産
者
の

所
得
向
上
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
導
入
の
考
え
は
。

答
町
長

東
北
で
春
ま
き
タ
マ
ネ
ギ

の
栽
培
技
術
の
確
立
が
公
表

さ
れ
、大
船
渡
市
農
協
で
は
、

技
術
確
立
を
受
け
て
、
高
収

益
が
期
待
で
き
る
春
ま
き
に

転
換
し
て
き
て
い
る
。
契
約

栽
培
な
の
で
安
定
し
た
販
売

が
可
能
で
あ
り
、
収
量
が
多

い
ほ
ど
収
益
が
増
え
る
。
共

同
防
除
で
生
産
費
の
圧
縮
に

も
つ
な
が
り
、
転
作
作
物
推

進
助
成
も
あ
る
。
土
地
利
用

型
作
物
で
あ
り
、
生
産
規
模

拡
大
、
労
働
力
確
保
、
機
械

化
、
病
害
虫
、
鳥
獣
被
害
対

策
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る

が
、
他
の
作
物
と
の
労
力
分

散
を
図
り
、
高
収
益
作
物
に

取
り
組
む
営
農
類
型
を
取
り

入
れ
、
農
家
の
所
得
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
担
い
手
確
保
に
期
待
が

で
き
る
と
考
え
る
。
多
く
の

方
々
に
高
収
益
作
物
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

町
の
考
え
を
問
う

問答
問
昭
和
橋
架
け
替
え
工
事

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
町
長

令
和
５
年
度
内
の
完
成
に

向
け
て
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
事
業
推
進
に
お
い
て
時

間
を
要
し
て
い
る
部
分
も
あ

り
、
現
時
点
で
工
事
の
実
施

時
期
は
未
定
で
あ
る
。
今
後

も
県
へ
の
働
き
か
け
や
協
力

を
し
て
、
早
期
の
完
成
を
目

指
し
た
い
。

問
新
し
い
橋
の
名
称
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。住
民
公
募
は
行
う
の
か
。

答
町
長

橋
の
名
称
は
、
完
成
時
期

に
合
わ
せ
て
県
と
相
談
し
進

め
て
い
く
予
定
だ
が
、
決
定

方
法
か
ら
決
め
て
い
き
た
い
。

問
昭
和
橋
の
解
体
に
当
た

り
、
住
民
説
明
会
を
開
催
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
町
長

住
民
の
方
々
に
工
事
内
容
、

迂
回
路
等
の
説
明
、
周
知
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
答 栽培技術確立で高収益を

佐
さ

々
さ

木
き

信
しん

一
いち

議員

県
へ
の
働
き
か
け
と
協
力
で

春まきタマネギに期待

議員のつぶやき

完成が待ちどおしい
新しい昭和橋。

周辺の景観と調和した
譲り合いの橋です。
新名称はみんなで
考えましょう。

昭
和
橋
早
期
完
成
を

△ 安定した栽培で高収量・高収益が見込まれる
春まきタマネギ。

△

町
民
に
親
し
ま
れ
た
昭
和

橋
。
ま
も
な
く
解
体
さ
れ
る
。
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問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
や
必
要
な

医
療
を
全
て
の
患
者
に
提
供

で
き
る
医
療
体
制
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
町
長

大
船
渡
病
院
附
属
住
田
地

域
診
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
体

制
が
３
名
か
ら
２
名
に
な
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
県
に
対

し
て
医
師
３
名
体
制
の
確
保

な
ど
医
療
体
制
の
充
実
を
要

望
し
て
い
く
。

問
保
育
園
や
学
校
の
教
職

員
へ
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
状
況
は
ど
う
か
。

答
教
育
長

保
育
園
の
職
員
に
は
、
優

先
的
に
接
種
を
実
施
し
完
了

し
て
い
る
。
小
中
学
校
の
教

職
員
並
び
に
住
田
高
校
の
生

問
答 医師３名体制 継続要望

問
米
の
外
食
需
要
が
大
き

く
縮
小
し
、
在
庫
が
増
え
米

価
下
落
の
懸
念
が
高
ま
っ
て

い
る
が
対
策
は
。

答
町
長

飼
料
用
米
生
産
拡
大
を
推

進
し
な
が
ら
、
主
食
用
米
の

供
給
過
剰
と
米
価
下
落
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問
町
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
農
業
持
続
化
給
付
金
の

支
給
や
来
春
の
米
栽
培
に
向

け
た
苗
代
や
種
も
み
代
へ
の

助
成
を
実
施
し
て
は
。

答
農
政
課
長

現
段
階
で
は
、
米
の
買
取

価
格
も
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
価
格
提
示
が
あ
っ

問答

飼
料
用
米
生
産
を
推
進

佐
さ
々
さ
木
き
春
はる
一
かず
議員

徒
と
教
職
員
に
は
、
町
外
居

住
者
で
あ
っ
て
も
希
望
者
に

町
内
で
の
接
種
を
受
け
入
れ

９
月
中
に
２
回
の
接
種
が
終

了
す
る
見
込
み
。

問
８
月
か
ら
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
介
護
保
険
施

設
を
利
用
す
る
高
齢
者
の
食

費
負
担
が
増
え
る
と
し
て
い

る
が
。

答
町
長

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
要
件
が
変
更
と
な
り
、
町

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
介

護
施
設
を
利
用
し
た
際
の
１

日
あ
た
り
食
費
の
軽
減
区
分

が
４
段
階
と
な
っ
た
。
第
４

段
階
で
は
食
費
が
６
５
０
円

か
ら
１
３
６
０
円
に
な
り
、

月
額
２
万
２
０
１
０
円
の
負

担
増
と
な
る
。

た
時
点
で
農
協
や
関
係
機
関

と
検
討
の
う
え
対
応
し
た
い
。

問
気
候
変
動
に
よ
る
大
雨

や
台
風
に
よ
る
激
甚
な
水
害

が
頻
発
し
て
い
る
。
気
仙
川

の
氾
濫
や
洪
水
・
土
砂
災
害

へ
の
防
災
対
策
は
。

答
町
長

堤
防
整
備
や
河
道
掘
削
等

の
河
川
整
備
、
治
山
や
森
林

整
備
の
森
林
関
係
対
策
、
被

害
軽
減
の
た
め
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
な
ど
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
と
な
っ

て
進
め
、
実
際
の
行
動
に
住

民
の
理
解
が
得
ら
れ
、
命
を

守
る
行
動
に
つ
な
げ
た
い
。

議員のつぶやき

ワクチン接種、
多くの医療従事者の
応援によって希望者への
２回接種は９月中に
終了できる見込み。
ご苦労様でした。

医療体制の充実は

米
価
下
落
に
支
援
を

町
の
考
え
を
問
う

災
害
へ
の
備
え
は

△ コンバインによる刈り取り作業に精を出す米生産
者。出来秋を迎えたが、米価下落で喜びも半減。
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△ 改修計画のため耐震診
断調査が望まれるまち
家世田米駅の土蔵群。

町
の
考
え
を
問
う

問
さ
ら
な
る
経
済
対
策
を

答
問
７
月
に
実
施
さ
れ
た
町

独
自
経
済
対
策
の
反
響
は
。

今
後
の
社
会
情
勢
に
よ
っ
て

は
さ
ら
な
る
経
済
対
策
も
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
町
長

昨
年
度
後
半
に
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、「
経
営
に
影
響
が

あ
る
」
あ
る
い
は
「
今
後
影

響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
７
割
の
事
業
者
で
回
答
が

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
検
証
し

対
策
が
必
要
と
の
判
断
か
ら

「
す
み
チ
ケ
プ
ラ
ス
」
事
業

を
展
開
。
前
回
を
上
回
る
申

し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
利
用
者
に
も
事
業
者
に

も
好
評
を
得
て
い
る
も
の
と

評
価
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
は
継
続
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
引
き
続
き
町

内
事
業
所
の
経
営
状
況
を
商

工
会
な
ど
と
情
報
共
有
し
、

適
切
な
時
期
に
効
果
的
な
経

済
対
策
を
打
ち
出
せ
る
よ
う

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
軽

症
者
の
重
症
化
予
防
対
策
で

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
に

よ
る
血
中
酸
素
飽
和
度
の
測

定
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
本

町
で
の
今
後
の
対
応
は
。

答
町
長

自
宅
療
養
者
に
対
し
て

は
、
県
が
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
を
貸
し
出
す
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て

は
、
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
住
民
交
流
拠
点
施
設

「
ま
ち
家
世
田
米
駅
」
の
事

業
評
価
と
今
後
の
展
望
は
。

答
町
長

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
休
業
や
自
粛
が
続

い
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
当

初
の
目
的
ど
お
り
新
た
な
交

流
人
口
を
創
出
し
て
き
て
い

る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

今
後
も
中
心
地
域
活
性
化
基

本
計
画
に
基
づ
き
町
民
及
び

町
外
と
の
住
民
交
流
の
拠
点

文
化
・
芸
術
の
交
流
促
進
な

ど
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
な
利
用
施
策
を
進

め
て
い
く
。

問
世
田
米
地
区
公
民
館
と

し
て
の
利
活
用
状
況
は
。
公

民
館
と
し
て
の
避
難
所
な
ど

の
役
割
も
果
た
し
て
い
く
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
町
長

高
齢
者
教
室
を
は
じ
め
、

多
く
の
住
民
の
方
々
に
有
効

活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
避

難
所
と
し
て
は
床
面
積
が
小

さ
い
た
め
考
え
て
い
な
い
。

問
「
ま
ち
家
世
田
米
駅
」

土
蔵
群
の
活
用
目
的
や
事
業

効
果
を
ど
う
見
込
ん
で
い
た

の
か
。
今
後
の
事
業
展
望
は
。

答
町
長

交
流
人
口
の
さ
ら
な
る
拡

大
と
歴
史
の
伝
承
に
よ
る
賑

わ
い
の
創
出
で
中
心
地
域
が

活
性
化
す
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。
土
蔵
群
は
老
朽
化

で
腐
食
が
激
し
く
倒
壊
の
恐

れ
も
あ
る
た
め
、
早
期
に
状

態
や
費
用
見
込
み
を
調
査

し
、
今
後
の
活
用
計
画
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
答 早期に状態調査が必要

水
みず

野
の

正
まさ

勝
かつ

議員

動
向
を
注
視
し
適
期
に

土蔵群活用の展望は

議員のつぶやき

「病は氣から」
常日頃、負けない
強い心の持ちようも
大事な感染対策の
一つです。
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問
住
田
町
の
８
年
後
を
ど

の
よ
う
に
想
定
し
施
策
を
講

じ
る
考
え
か
。

答
町
長

本
町
の
将
来
に
つ
い
て
は

10
年
後
、20
年
後
、そ
れ
以
降

に
つ
い
て
も
常
に
憂
う
と
と

も
に
希
望
を
も
っ
て
展
望
し

て
い
る
。現
在
は
負
託
を
受

け
た
４
年
間
で
総
合
計
画
の

実
施
な
ど
、為
す
べ
き
こ
と
を

為
し
、そ
の
先
の
希
望
に
満

ち
た
未
来
、次
世
代
へ
つ
な
い

で
い
く
こ
と
に
集
中
す
る
。

問
森
林
・
林
業
日
本
一
を

目
指
す
計
画
書
は
、
作
成
か

ら
16
年
に
な
る
。
時
代
に

合
っ
た
新
し
い
計
画
を
策
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
答 一貫作業システムの導入

問答

債
権
管
理
条
例
の
制
定
に
着
手

村
むら
上
かみ

薫
かおる
議員

答
林
政
課
長

新
し
い
林
業
振
興
計
画
を
で

き
る
だ
け
早
期
に
策
定
し
た
い
。

問
新
た
に
考
え
て
い
る
施

策
は
何
か
。

答
町
長

地
拵
え
と
植
栽
ま
で
を
一

貫
し
て
行
う
作
業
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
町
有
林
の
立
木
で

の
販
売
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。
航
空
レ
ー
ザ
測
量
の
成

果
を
分
収
造
林
や
私
有
林
な

ど
で
も
活
用
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
く
。

問
町
行
財
政
運
営
の
課
題

で
、
監
査
委
員
か
ら
も
指
摘

さ
れ
た
町
税
な
ど
の
滞
納
繰

越
分
の
債
権
管
理
体
制
を
ど

の
よ
う
に
図
る
考
え
か
。

答
町
長

長
期
間
未
納
と
な
っ
て
い

る
債
権
に
つ
い
て
管
理
す
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
発
生
し

た
債
権
に
対
し
、
迅
速
、
効

率
的
に
対
処
す
る
こ
と
が
重

要
。
現
在
、
債
権
管
理
条
例

等
の
制
定
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
る
。

問
事
務
処
理
に
お
け
る
事

故
等
を
防
止
す
る
と
共
に
、

適
正
な
業
務
執
行
を
確
保
す

る
た
め
、
内
部
統
制
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

議員のつぶやき

SDGsの時代要請に
合った「森林・林業日本一
のまちづくり」が

必要だ。

新たな林業施策は何か

滞
納
繰
越
の
縮
減
を

町
の
考
え
を
問
う

※
航
空
レ
ー
ザ
測
量

航
空
機
か
ら
照
射
す
る
レ
ー
ザ

に
よ
り
、
地
上
の
高
さ
や
形
状
を

３
次
元
で
計
測
す
る
測
量
の
こ
と
。

こ
の
計
測
を
基
に
整
備
し
た
微
地

形
図
、
路
網
、
樹
高
、
樹
種
な
ど
の

デ
ー
タ
は
、
広
大
な
森
林
の
状
態

の
把
握
・
効
率
的
な
維
持
管
理
に

活
用
で
き
る
。

答
町
長

現
在
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
用

い
る
と
と
も
に
、
顧
問
弁
護

士
の
法
的
チ
ェ
ッ
ク
、
管
理

職
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
指

導
も
含
め
な
が
ら
、
組
織
全

体
で
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
構

築
し
、
住
民
福
祉
の
増
進
を

図
っ
て
い
く
。

△ 航空レーザ測量は、昨年度五葉地区から始まり町内５地区での
展開が計画されている。
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△ 建設中の鶏糞処理施設。

問
食
産
業
の
地
域
内
循
環
は

答
問
地
域
内
好
循
環
に
よ
る

食
産
業
の
推
進
を
ど
う
進
め

る
の
か
。

答
町
長

小
規
模
経
営
で
少
量
多
品

目
の
農
産
物
を
地
域
産
業
と

し
て
推
進
す
る
た
め
に
は
、

食
産
業
に
関
わ
る
事
業
者
が

情
報
を
共
有
し
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
耕
畜
連
携
に
よ

る
地
域
内
循
環
を
図
り
な
が

ら
、
農
畜
産
物
販
売
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一

貫
と
し
て
畜
産
堆
肥
を
施
用

し
た
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

実
証
栽
培
や
飼
料
用
米
の
生

産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
農
業
経
営
体
に
よ
っ

て
ネ
ッ
ト
に
よ
る
農
産
物
の

販
売
取
引
が
増
加
傾
向
に
あ

る
。
商
工
会
等
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
経
営
体
支
援

と
販
売
拡
大
に
も
取
り
組
む
。

問
チ
キ
ン
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
に
よ
り
種
山
地
区
に
鶏
舎

や
堆
肥
工
場
が
整
備
さ
れ
る
。

生
産
さ
れ
る
鶏
糞
堆
肥
を
ど

う
普
及
利
用
す
る
考
え
か
。

答
町
長

今
回
整
備
さ
れ
る
堆
肥
施

設
で
は
、
農
家
が
使
用
し
や

す
い
ペ
レ
ッ
ト
状
で
製
造

し
、
年
間
約
３
０
０
０
ｔ
の

販
売
を
計
画
し
て
い
る
。
大

半
は
肥
料
会
社
に
納
入
す
る

予
定
で
あ
る
が
、
今
後
、
作

目
別
肥
培
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
も
計
画
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
内
耕
種
農
家
の

利
用
促
進
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
。

問
住
民
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
送
迎
に
よ
る

買
物
支
援
、
移
動
販
売
車
に

よ
る
巡
回
な
ど
の
対
策
を
併

せ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
町
長

高
齢
化
が
進
む
本
町
に
お

い
て
、
将
来
的
に
は
、
買
い

物
支
援
や
移
動
販
売
な
ど
身

近
な
場
所
で
買
い
物
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
必
要
性
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
各

地
区
に
お
け
る
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
な
ど
の
場
に
お
い

て
、
そ
の
地
域
内
で
食
料
品

や
日
用
品
な
ど
の
買
い
物
が

完
結
で
き
る
取
り
組
み
を
期

待
し
、
福
祉
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
買
い
物
弱

者
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

問
遠
野
市
、
釜
石
市
、
奥

州
市
等
も
生
活
圏
内
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
の

連
携
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。答

町
長

本
町
の
よ
う
な
小
規
模
自

治
体
は
、
気
仙
管
内
だ
け
で

な
く
隣
接
市
と
の
連
携
は
ま

す
ま
す
必
要
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
も
、
よ
り
高
い
事
業
効

果
を
期
待
し
、、
気
仙
管
内

に
限
ら
ず
遠
野
市
や
釜
石
市

な
ど
の
隣
接
市
と
積
極
的
に

広
域
連
携
を
図
り
な
が
ら
産

業
や
観
光
振
興
に
お
け
る
交

流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問
答 小さな拠点づくりに期待

阿
あ

部
べ

祐
ゆう

一
いち

議員

耕
畜
連
携
と
販
売
拡
大

どう図る 住民の利便性

議員のつぶやき

実りの秋にも
米価の下落…
気が重いなあ。

町
の
考
え
を
問
う
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町
政
調
査
会
で
は
、
７
月

８
日
に
議
員
研
修
の
一
環
と

し
て
、
国
の
指
定
史
跡
と
し

て
答
申
さ
れ
た
「
栗
木
鉄
山

跡
」
を
産
業
文
化
遺
産
の
今

後
の
活
用
に
向
け
て
視
察
。

　

ま
た
、
８
月
10
日
に
は
、

本
町
に
お
け
る
公
共
施
設
整

備
と
産
業
・
観
光
振
興
の
参

考
と
す
る
た
め
、
陸
前
高
田

市
の
「
新
市
役
所
庁
舎
」
の

ほ
か
、
に
ぎ
わ
い
の
場
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
る
農
業

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ワ
タ
ミ

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
」、

果
物
の
収
穫
体
験
等
を
楽
し

め
る
「
だ
い
わ
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
気
仙
」
の
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

『
陸
前
高
田
市
役
所
新
庁
舎
』

『
ワ
タ
ミ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ラ
ン
ド
』

『だいわフルーツパーク気仙』

△ ＩＣＴ機器が整備された市議会議場。

町政調査会研修

△ 国指定史跡とするよう答申された栗木鉄山跡（第一高炉跡）。 △ 明治 19年から大正９年まで世田米子飼沢地内で稼働して
いた製鉄所。

△ 新庁舎は鉄筋コンクリート造（免震）７階建て。△ 今年４月から営業。手ぶらで楽しめるバーベキュー、農業
ハウスや畑での野菜の収穫体験などを展開できる体験型の
農業テーマパーク。

△ 今年８月から本格オープン。ブルーベリー園での摘み取り
などが楽しめる。約 20 品種 600 本、年度内に約 1400 本
を栽培する。

国指定史跡へ『栗木鉄山跡』

議会人事構成　決まる

議員任期折り返し／各常任委員会等新構成

住田町議会議員の任期も残すところあと２年間となりました。
10月１日に開かれた第 17回臨時議会において、３つの常任委員会などが

新しい人事でスタートすることになりました。
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町
政
調
査
会
で
は
、
７
月

８
日
に
議
員
研
修
の
一
環
と

し
て
、
国
の
指
定
史
跡
と
し

て
答
申
さ
れ
た
「
栗
木
鉄
山

跡
」
を
産
業
文
化
遺
産
の
今

後
の
活
用
に
向
け
て
視
察
。

　

ま
た
、
８
月
10
日
に
は
、

本
町
に
お
け
る
公
共
施
設
整

備
と
産
業
・
観
光
振
興
の
参

考
と
す
る
た
め
、
陸
前
高
田

市
の
「
新
市
役
所
庁
舎
」
の

ほ
か
、
に
ぎ
わ
い
の
場
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
る
農
業

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ワ
タ
ミ

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
」、

果
物
の
収
穫
体
験
等
を
楽
し

め
る
「
だ
い
わ
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
気
仙
」
の
視
察
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

『
陸
前
高
田
市
役
所
新
庁
舎
』

『
ワ
タ
ミ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ラ
ン
ド
』

『だいわフルーツパーク気仙』
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その後

農畜産物の販売
物産館建設は
農畜産物の販売
物産館建設は

　

議
員
が
行
う
質
問
や
提

言
が
、
町
政
に
ど
う
反
映

さ
れ
て
い
る
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中

か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か

追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

住田の魅力や情報
産物の拠点づくりを
　住田町の産物の流通・販売対策や
観光連携の拠点づくりとして、物産
館の建設が必要と考えるがどうか。

質　問

持続可能な取り組みへ
しっかり内容を協議
　住田町観光協会が主体となり関係
事業者と町で協議を重ねている。ア
ドバイザーの紹介や情報提供をする
などソフト面において支援をしなが
ら一緒に進めていく。

答　弁

待望の地元特産品
発信拠点がオープン

△ 豚精肉などが好評を得ている「イーガストすみた」

イーガストすみた

店長 金野　博さん

住田の特産品や観光情報を一度に共有でき
る施設を目指しています。まだ紹介できて
いない特産品や食材もありますので、今後
少しずつ事業展開をしていければと考えて
おります。皆様からの情報提供もお待ちし
ております。

現
場
の
声

きん　の　　　ひろし
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質
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町
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の
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ど
う
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し
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ドバイザーの紹介や情報提供をする
などソフト面において支援をしなが
ら一緒に進めていく。

答　弁

待望の地元特産品
発信拠点がオープン

△ 豚精肉などが好評を得ている「イーガストすみた」

イーガストすみた

店長 金野　博さん

住田の特産品や観光情報を一度に共有でき
る施設を目指しています。まだ紹介できて
いない特産品や食材もありますので、今後
少しずつ事業展開をしていければと考えて
おります。皆様からの情報提供もお待ちし
ております。

現
場
の
声

きん　の　　　ひろし

主
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
は
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
す

る
こ
と
で
、心
と
体
の

健
康
維
持
や
い
つ
で
も
、ど
こ

で
も
、だ
れ
で
も
、気
軽
に
体

験
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
教
室

や
高
齢
者
教
室
で
の
普
及
活

動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
種
目
別
協
会
や
地
区
別

体
育
協
会
も
有
り
ま
す
の

で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
相
談
は
体

育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
に
お
声
か
け
下
さ
い
。

活
動
す
る
中
で
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
は
。

既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
だ

け
で
は
な
く
ク
ッ
ブ

�
�
�
�
�
�
�
�
�

町
民
の
皆
さ
ん
に
登
場

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

し
て
い
た
だ
く
企
画
に
な

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

り
ま
す
。
町
や
議
会
に
対

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

し
て
の
意
見
、
活
動
を
通

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

対
し
て
の
想
い
を
紹
介
し

�
�
�
�
�
�

て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

今
回
は
、
住
田
町
体
育

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

協
会
と
住
田
町
ス
ポ
ー
ツ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

推
進
委
員
協
議
会
の
会
長

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

を
さ
れ
て
い
る
佐
々
木
豊

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

秋
さ
ん
で
す
。
住
田
町
の

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動
に
多

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

て
お
り
、
東
京
五
輪
の
聖

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
も
ご

�
�
�
�
�
�
�
�

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

や
ボ
ッ
チ
ャ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
に
参
加
し
た
皆

さ
ん
が
、
笑
顔
で
帰
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

活
動
の
や
り
が
い
は

な
ん
で
す
か
。

参
加
者
が
生
活
に
潤

い
を
も
て
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
が
楽
し
み
に
な
っ
た

と
い
う
話
を
聞
く
と
良
か
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。
昔
と
比

べ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
偏

見
も
少
な
く
な
り
、
自
分
の

健
康
維
持
の
た
め
に
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
行
う
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
健
康
寿
命
を
少
し

で
も
伸
ば
す
た
め
に
も
ぜ
ひ

取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

町
や
議
会
に
望
む
こ

と
は
。

ＱＡ

　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」でも
ご覧いただけます。
放映時間は、午後６時からです。

12月議会は
日 月 火 水 木 金 土

12/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

一般質問 本会議

 ����������△ グラウンドゴルフ愛好者の皆さんと。

笑
顔
で
ス
ポ
ー
ツ

健
康
維
持

ＱＡ

Ｑ

△ 住田町体育協会会長
佐
さ
々
さ
木
き
豊
とよ
秋
あき
さん

△ 東京2020聖火リレーの
走者を務める佐々木さん。
（写真左）

ＱＡ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
出
来
る
だ
け
早

い
収
束
を
願
い
ま
す
。
そ
の

対
策
と
予
測
で
き
な
い
自
然

災
害
に
備
え
た
対
応
を
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
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野
球
系
ゲ
ー
ム
を
開
発

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を

　秋を迎え、世田米保育園では恒例の運動会が開催さ
れました。コロナによる制限はあるものの、子どもた
ちは元気いっぱいに走ったり、踊ったりと練習の成果
を存分に発揮していました。その中でも、りんご組
（３歳児クラス）の子どもたちはたくさんのお客さん
を前にしても堂々たるお遊戯を披露。思わず口ずさむ
懐かしの曲に合わせて可愛く踊る姿に、会場からは、
拍手と笑顔があふれていました。

後後記記記記記記記記記後後後集 記後後後記記後記集後集後記記後記記編編集後記記記集後記後後記記記記記編集後記編集後記
広報編集委員会も新体制でスタートしました。委員の協力で、読みやすい、親しまれる「議会だより」編集に努めます。
今回号は、町長改選、９月定例会は決算議会で盛りだくさんとなり、４ページ増やしました。議会だよりを通じて、町民と議会を結ぶパイプ役を果たして参ります。

広報編集常任委員会
　委員長 佐々木信一議員

ぼくが将来つきたい職業は、ゲームクリ
エーターです。理由は、今やっている戦闘
系のゲームが面白いので、作ってみたいなと
思うからです。いつか、野球系の新しいゲー
ムを開発して、たくさんの人に楽しんでもら
えればいいなと思っています。

私の夢は、スポーツナビゲーターになる
ことです。理由は、スポーツナビゲーターの
ひみつという本を読んで興味を持ち、楽しそ
うだなと思ったからです。話し方などを勉強
してスポーツをしていない人たちに頼られる
スポーツナビゲーターになりたいです。

スポーツナビゲーターゲームクリ
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